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会期：９月４日～13日

令和４年度 令和５年度
町 税 419,817 436,917
地 方 譲 与 税 39,925 40,214
利 子 割 交 付 金 113 92
配 当 割 交 付 金 909 1,025
株式等譲渡所得割交付金 760 1,373
法人事業税交付金 5,265 7,282
地方消費税交付金 115,580 115,880
自動車取得税交付金 2,326 2,778
地方特例交付金 2,717 2,528
地 方 交 付 税 1,950,693 1,937,306
普通地方交付税 1,787,803 1,769,931
特別地方交付税 162,890 167,375

交通安全対策特別交付金 650 0
分担金及び負担金 8,610 5,920
使用料及び手数料 69,944 66,745
国 庫 支 出 金 339,371 435,470
県 支 出 金 161,789 152,864
財 産 収 入 5,386 15,351
寄 附 金 4,034 9,320
繰 入 金 79,264 51,771
繰 越 金 275,856 362,660
諸 収 入 56,676 58,959
町 債 226,000 299,800
歳　入　合　計 3,765,685 4,004,255

令和４年度 令和５年度
議 会 費 63,033 61,360
総 務 費 824,957 1,154,618
民 生 費 902,356 794,484
衛 生 費 302,664 236,057
労 働 費 132 133
農 林 水 産 業 費 167,687 168,239
商 工 費 13,939 14,335
土 木 費 317,197 360,519
消 防 費 152,292 179,762
教 育 費 296,301 264,449
災 害 復 旧 費 19,327 49,065
公 債 費 343,140 403,517
元 金 337,014 397,316

諸 支 出 金
繰 上 充 用 金
歳 出 合 計 3,403,025 3,686,538

■歳入 ■歳出（単位：千円） （単位：千円）

　歳入歳出差引額３億1,771万７千円より翌
年度に繰り越すべき額2,062万９千円を差
し引いた実質収支額は２億9,708万８千円。
単年度収支は1,739万３千円の赤字。

　社会情勢を鑑みても、町内人口の減少をはじめ、高齢者の増加に伴う年齢別人口や労働力人口の変移など
を背景にして、行財政を取り巻く環境がより一層厳しくなることが予想されることから、更なる行政改革や
職員の能力向上と意識改革を進めつつ、事務の適正かつ効率的な執行と経費の節減に努め、急激な社会経済
情勢の変化へ的確に対応することが求められるほか、人口減少対策や高齢者の増加に対応したきめ細かな施
策の展開や多様化する住民ニーズへの対応を念頭に置きつつ、住民福祉の増進に努め、井川町総合振興計画
の基本理念の達成に向けた施策の展開を要望する。

町監査委員の総括的意見（要旨）

　定例会には、条例改正・規約の一部改正が３件、各会計補正予算５件、未処分利益
剰余金の処分案２件、井川町・潟上市共有財産管理組合解散に関係する３件、各会計
決算認定９件、人事案２件が上程されいずれも可決・認定した。

歳
入
の
主
な
内
容

⃝

地
方
交
付
税

�

２
，
２
８
９
万
８
千
円
の
追
加

⃝

国
庫
補
助
金

�

２
，
２
５
４
万
９
千
円
の
追
加

⃝

財
政
調
整
基
金
繰
入
金	

�

２
，
０
０
０
万
円
の
追
加

歳
出
の
主
な
内
容

⃝

土
地
購
入
費

　
（
共
有
財
産
管
理
組
合
の
解
散
）

�

１
，
７
０
０
万
円
の
追
加

⃝
�

町
村
電
算
シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合

負
担
金

�

２
，
２
８
９
万
１
千
円
の
追
加

⃝
�

町
道
五
秋
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

�

２
，
０
０
０
万
円
の
追
加

◆
財
産
の
無
償
譲
渡

　
桐
ヶ
丘
改
築
工
事
に
あ
た
り
、
建

設
予
定
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
さ
く

ら
苑
の
車
庫
の
解
体
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

�

１
，
６
０
０
万
円
を
追
加

歳
入
の
主
な
内
容

⃝

寄
付
金

�

１
，
１
０
０
万
円
の
追
加

歳
出
の
主
な
内
容

⃝

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

�

４
０
０
万
円
の
追
加

⃝
�

地
域
お
こ
し
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
委
託

�

３
０
３
万
３
千
円
の
追
加

１
億
４
１
０
万
を
追
加

第
２
回
臨
時
会
（
７
月
22
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

一般会計決算賛成多数（７対３）で認定
令和５年度

令和
６年度
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会期：９月４日～13日第３回

一般会計 歳出の主な内容
定例会（９月議会）

第
５
回
（
６
月
14
日
）

議
会
案
件

•

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

•

井
川
町
議
会
政
治
倫
理
条
例
の一
部
改
正

•
�

井
川
町
議
会
の
個
人
情
報
に
関
す
る

条
例
施
行
規
程
の
一
部
改
正

•

議
会
行
政
視
察　

他

第
６
回
（
７
月
12
日
）

町
案
件

•

さ
く
ら
苑
車
庫
の
解
体

•

防
災
倉
庫
・
車
庫
建
設

•

湖
東
３
町
商
工
会
井
川
事
務
所
の
活
用

•
�

地
域
商
社（
公
社
）設
立
に
向
け
た

取
り
組
み

•
�

井
川
町
交
通
安
全
協
会
の
役
員
及
び

規
約
改
正　

他

議
会
案
件

•

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

•
�

井
川
町
議
会
政
治
倫
理
条
例
の
一
部

改
正　

他

第
７
回
（
８
月
５
日
）

議
会
案
件

•
�

井
川
町
交
通
安
全
協
会
の
役
員
及
び

規
約
改
正

•

９
月
補
正
予
算　

他

第
８
回
（
８
月
26
日
）

町
案
件

•
�

井
川
町
・
潟
上
市
共
有
財
産
管
理
組

合
の
解
散

•

備
蓄
倉
庫
の
建
設

議
会
案
件

•
�

井
川
町
交
通
安
全
協
会
の
役
員
及
び

規
約
改
正　

他

全
員
協
議
会

◆巡回バス運行費� 2,280万円
　・運行委託費� 1,907万円
　・燃料費� 321万円

◆有線放送事業費� 2億1,594万円
　・告知放送システム整備事業工事�1億9,982万円
　・電柱等添架使用料� 189万円
　・有線放送室冷暖房設備工事� 47万円

◆後期高齢者医療費� 9,896万円
　・広域連合療養給付費負担金� 7,182万円
　・特別会計基盤安定繰出金� 2,175万円
　・広域連合事務費負担金� 476万円

◆児童福祉費� 925万円
　・高等学校等通学定期乗車券購入助成金� 616万円
　・安心子育て支援基金積立金� 200万円

◆除雪事業費� 4,131万円
　・除排雪委託料� 3,593万円
　・防雪柵設置撤去委託料� 397万円

◆地域おこし推進事業費� 1,003万円
　・地域活性化起業人負担金� 467万円
　・報償金� 107万円
　・井川暮らし応援補助金� 30万円

◆町内振興費� 2,767万円
　・光熱水費� 583万円
　・街灯LED化工事費� 949万円
　・町内振興費補助金� 602万円
　・井川町コミュニティ推進委員会補助金� 463万円

明治以来の歴史に幕井川町議会議員
政治倫理条例の一部改正 　明治37年、国有原野の払下に伴う上井河村、下井

川村、飯田川村の協議会に端を発する「井川町・潟上
市共有財産管理組合」の解散が決定した。
　インボイス制度による消費税の納税義務が発生した
ことや、井川町が担っている事務の煩雑化による経費
の増加が主な要因。
　今定例会には、管理組合規約の一部変更など３議案
が上程され、いずれも全員一致で可決した。

　地方自治法の一部を改正する法律の公布に伴う
ものなどによる改正で議会として発議した。
　政治倫理基準に、ハラスメント・誹謗中傷・情
報発信などでの人権侵害、他人の名誉毀損行為を
しないことを追加。町との契約等に関する遵守事
項、審査請求なども改正した。
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令
和
５
年
度
事
業
を
審
査

施
策
、事
業
の
成
果
を
町
側
に
問
う

令
和
５
年
度
の
目
玉
事
業

に
つ
い
て

問
総
務
課
と
し
て
令
和

５
年
度
の
事
業
を
振

り
返
り
、
特
に
目
玉
事
業
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
１
点
目
は
、
告
知
放

送
の
更
新
工
事
で
あ

る
。
２
工
区
残
っ
て
お
り
、

最
後
の
詰
め
や
調
整
に
入
っ

た
と
こ
ろ
だ
。
２
点
目
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
起
用

を
含
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
に
注
力
し
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

総
　
務
　
課

総
務
管
理
費
の
不
用
額
に

つ
い
て

問
例
年
通
り
令
和
５
年

度
も
２
億
円
ほ
ど
の

不
用
額
が
出
て
い
る
が
、
当

た
り
前
の
こ
と
、
仕
方
が
な

い
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
の

か
。答

予
算
組
み
方
で
い
け

ば
、
執
行
予
算
に
対

し
て
不
足
額
が
出
な
い
よ
う

に
上
振
れ
し
て
も
良
い
よ
う

に
予
算
を
組
ん
で
い
る
。

２
億
円
と
い
う
金
額
が
妥
当

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
不

用
額
が
出
る
こ
と
に
関
し
て

は
致
し
方
な
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

ま
で
と
お
願
い
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
１
回
あ
た
り
３
～

４
袋
で
お
願
い
し
て
い
た
が
、

周
知（
説
明
）不
足
で
あ
っ
た
。

今
後
は
時
期
等
に
よ
り
１
回

で
出
せ
る
ご
み
の
量
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

山
ビ
ル
忌
避
剤
に
つ
い
て

問
山
ビ
ル
の
生
息
範
囲

は
抑
え
ら
れ
て
い
る

の
か
、拡
大
し
て
い
る
の
か
。

答
東
部
地
区
を
中
心
に

山
ビ
ル
の
生
息
域
は

拡
大
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

税
務
会
計
課

町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て

問
町
有
地
の
草
刈
り
委

託
で
管
理
し
て
い
る

町
有
地
は
何
ヶ
所
か
。

答
12
ヶ
所
監
視
管
理
し

て
お
り
、
令
和
５
年

度
は
５
ヶ
所
草
刈
り
を
委
託

し
て
い
る
。

納
税
組
合
の

解
散
に
関
連
し
て

問
納
税
組
合
連
合
会
補

助
金
の
最
終
的
な
精

算
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
連
合
会
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
毎
年
８
万

円
支
出
し
て
い
る
。
現
在
も

通
帳
に
い
く
ら
か
残
額
が
あ

る
。
検
討
は
進
め
て
い
な
い

が
、
町
の
一
般
会
計
に
返
還

す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。町

民
生
活
課

ご
み
収
集
に
つ
い
て

問
ご
み
の
量
が
増
え
た

た
め
か
、
ご
み
を
出

す
量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

町
民
か
ら
苦
情
が
出
て
い
る

が
、
今
後
見
直
す
考
え
は
あ

る
の
か
。

答
今
年
度
か
ら
１
世
帯

で
１
回
あ
た
り
３
袋

令和５年度

決 算 審 査
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
佐
々
木　
昌
子
委
員
長
）
は
９
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の

期
間
で
、
一
般
会
計
と
６
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和
５

年
度
決
算
を
審
査
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
抜
粋
し
、内
容
を
要
約
し
て
掲
載
す
る
。

個数制限　浸透なるか？
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健
康
福
祉
課

「
ゆ
う
ゆ
う
」
の
利
用
者

に
つ
い
て

問
「
ゆ
う
ゆ
う
」
の
令

和
５
年
度
の
利
用
者

数
は
。

答
令
和
５
年
度
の
利
用

者
が
１
３
７
８
０
人

で
、
内
５
７
３
９
人
が
無
料

券
を
利
用
（
全
体
の
41
・

６
％
が
無
料
券
利
用
者
）。

問
町
と
し
て
忌
避
剤
を

散
布
し
て
い
る
町
内

と
、
こ
れ
か
ら
散
布
予
定
の

町
内
を
併
せ
て
説
明
会
を
行

い
、
現
地
の
状
況
（
地
形
、

分
布
植
物
等
）
を
も
と
に
散

布
方
法
の
指
導
が
必
要
で

は
。答

各
町
内
会
長
を
通
じ

て
必
要
で
あ
れ
ば
、

散
布
し
て
い
る
町
内
会
長
か

ら
の
指
導
や
講
習
会
等
を
検

討
し
て
い
く
。

住
民
健
診
に
つ
い
て

問
町
と
し
て
健
診
を
受

け
て
い
な
い
人
、
他

の
施
設
で
受
診
し
て
い
る
人

の
健
康
状
態
を
ど
の
よ
う
に

把
握
す
る
の
か
。

答
他
施
設
受
診
者
の
受

診
デ
ー
タ
の
提
供
を

求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
町

で
実
施
の
住
民
健
診
の
受
け

入
れ
可
能
人
数
の
増
大
、
受

診
期
間
の
延
長
等
今
後
検
討

の
必
要
あ
り
。

産
　
業
　
課

栗
園
に
つ
い
て

問
ク
マ
の
被
害
が
多
発

し
て
、
栗
の
栽
培
が

失
敗
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
が
、
町
の
特
産
品
を
作
る

目
標
に
向
か
っ
て
栗
を
栽
培

す
る
意
気
込
み
は
あ
る
の

か
。答

特
産
品
の
栗
を
広
め

た
い
と
い
う
気
持
ち

は
変
わ
ら
な
い
。
栗
の
生
育

が
思
わ
し
く
な
い
の
は
事

実
。
今
後
、
栽
培
指
導
さ
れ

て
い
る
農
家
と
相
談
し
な
が

ら
何
が
得
策
で
あ
る
か
探
究

し
て
い
き
た
い
。

籾
殻
散
布
機
購
入
補
助
金

に
つ
い
て

問
籾
殻
散
布
機
購
入
補

助
事
業
は
令
和
５
年

度
で
終
了
し
た
が
、
今
後
事

業
を
継
続
す
る
考
え
は
な
い

か
。答

今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
予
算
規
模
、

希
望
者
に
つ
い
て
は
ど
の
程

度
い
る
の
か
を
把
握
し
て
、

予
算
要
求
の
段
階
で
検
討
す

る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

教
育
委
員
会

町
民
体
育
大
会
に
つ
い
て

問
町
民
体
育
大
会
の
参

加
を
辞
退
す
る
町
内

が
増
え
て
お
り
、
由
々
し
き

事
態
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
参
加
辞
退
の
町
内
に

何
ら
か
手
立
て
を
講
じ
て
い

る
か
。

答
町
内
会
長
と
連
絡
を

取
り
あ
っ
て
お
り
、

年
代
を
問
わ
ず
男
女
５
人
以

上
揃
え
ば
参
加
で
き
る
よ
う

に
窓
口
を
広
げ
て
い
る
。
今

後
も
種
目
内
容
を
検
討
し
、

参
加
で
き
て
い
な
い
町
内
に

積
極
的
に
声
が
け
を
し
て
い

く
。

義
務
教
育
学
校
の
修
学
旅

行
の
経
費
に
つ
い
て

問
近
年
修
学
旅
行
の
無

償
化
を
行
う
自
治
体

が
出
て
き
て
い
る
。
教
育
委

員
会
で
こ
の
件
に
つ
い
て
議

論
は
さ
れ
た
か
。

答
町
か
ら
全
額
補
助
す

べ
き
と
の
意
見
も
出

た
が
、
前
年
度
ま
で
自
己
負

担
で
修
学
旅
行
を
実
施
し
て

い
る
も
の
を
急
に
変
更
は
で

き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、

前
年
度
と
同
額
の
９
万
円
の

自
己
負
担
で
済
む
よ
う
町
か

ら
の
補
助
を
行
な
っ
た
。

新しい告知放送端末

海外への修学旅行
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新たな返礼品は

令和５年度　決算総括質疑

ふるさと納税件数４倍に!!

石
井　

茂  

栗
の
栽
培
指
導

委
託
と
し
て
、
４
年
間
で

２
６
４
万
円
の
委
託
料
を
支

払
っ
て
い
る
。
栽
培
指
導
の

計
画
に
つ
い
て
も
終
わ
り
に

近
づ
い
て
る
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
り
、
栗
園
に

つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

町
長  

栗
園
再
生
事
業
と
し

て
年
数
を
か
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
中
々
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
を
正
直

感
じ
て
い
る
。
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
国
花
苑
で
収
穫

し
て
い
る
栗
は
か
な
り
品
質

町
長  

返
礼
品
の
主
力
は
リ

ピ
ー
ト
率
も
高
い
米
。
数
量

の
確
保
が
課
題
。
町
が
農
協

よ
り
高
く
買
い
取
る
か
ら
米

を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話

で
納
得
し
て
も
ら
え
る
の
か

と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
米

に
付
随
す
る
お
か
ず
な
ど
の

商
品
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

対
策
を
練
っ
て
い
る
。

三
浦
成
利  

告
知
放
送
シ
ス

テ
ム
の
放
送
が
途
切
れ
る
、

映
像
が
映
ら
な
い
と
い
っ
た

苦
情
が
出
て
い
る
。
こ
の
障

害
に
つ
い
て
の
改
善
点
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

町
長  

特
定
の
地
域
に
限
ら

ず
、音
声
が
途
切
れ
る
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
が
、

配
線
や
接
続
等
を
調
整
し
設

定
し
直
し
た
結
果
、
だ
い
ぶ

改
善
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ

障
害
が
起
き
て
い
る
場
合
は

個
別
対
応
す
る
の
で
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
願
い
た
い
。

浅
野
義
幸  

除
排
雪
委
託
に

つ
い
て
、
今
後
業
者
が
減
っ

て
い
く
こ
と
が
目
に
見
え
て

い
る
。
今
後
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

が
い
い
と
い
う
こ
と
、
栗
を

収
穫
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
菓
子
な
ど
様
々
な
物

を
作
り
出
せ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

伊
藤
秀
人  

ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
額
が
令
和
５
年
度
は

飛
躍
的
に
伸
び
た
。
今
年
度

も
絶
好
の
Ｐ
Ｒ
期
間
で
は
な

い
か
と
思
う
。
今
後
、
よ
り

良
い
も
の
を
返
礼
品
と
し
て

出
し
て
い
く
た
め
の
考
え

は
。

町
長  

今
年
度
１
社
減
る
と

見
込
ま
れ
る
。
今
後
業
者
が

減
っ
た
時
に
ど
う
す
る
か
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

中
々
い
い
解
決
策
が
な
い
。

将
来
的
に
業
者
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
ま
ず
は
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
、
今
か
ら
参
入
し
て

い
た
だ
け
る
業
者
若
し
く
は

個
人
を
探
し
た
い
。

伊
藤
一
彦  

令
和
５
年
度
決

算
を
振
り
返
り
、
自
己
評
価

点
を
つ
け
る
と
し
た
ら
何
点

か
。
ま
た
今
後
の
最
重
要
課

題
と
考
え
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長  

い
い
決
算
だ
な
と

思
っ
て
も
、
自
己
評
価
点
は

厳
し
め
に
下
し
て
い
る
。
及

第
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

こ
は
超
え
た
の
で
は
な
い

か
。
あ
る
程
度
は
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
は
や
っ
て

き
た
。
今
後
も
や
る
べ
き
事

は
当
然
あ
る
。
そ
の
中
で
も

旧
小
学
校
の
解
体
、
宿
泊
棟

の
建
設
、地
域
商
社
の
設
立
、

そ
う
い
っ
た
も
の
が
大
き
な

課
題
だ
。

人気のいかわ米

6



⃝若者に応援補助金を
⃝どうなる保険証・どう使うマイナンバーカード

総
　
務
　
課

問
「
外
字
同
定
作
業
」
と

は
ど
う
い
っ
た
作
業
か
。

答

国
が
定
め
る
統
一
文
字

の
一
覧
と
、
町
が
使
っ
て
い

る
文
字
の
突
き
合
わ
せ
を
す

る
作
業
。

問

戸
籍
上
の
文
字
で
当
て

は
ま
ら
な
い
文
字
が
あ
っ
た

場
合
は
ど
う
な
る
。

答

戸
籍
の
シ
ス
テ
ム
で
は

昔
の
字
、
標
準
シ
ス
テ
ム
で

は
近
い
漢
字
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
る
。
国
か
ら
標
準
化

に
合
わ
せ
て
い
か
な
い
と
シ

ス
テ
ム
上
使
用
で
き
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

の
業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と

で
あ
る
た
め
や
む
を
得
な
い
。

問
「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応

援
補
助
金
」
だ
が
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
人
に
年
齢
制
限
を

設
け
た
の
は
。

答

若
者
と
は
何
歳
く
ら
い

と
考
え
た
と
き
35
歳
く
ら
い

が
妥
当
で
は
な
い
か
と
な
り

設
定
し
た
。
上
限
は
い
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

が
多
数
聞
こ
え
て
き
た
ら

産
　
業
　
課

問
「
農
業
利
用
最
適
化
交

付
金
」
に
つ
い
て
地
域
計
画

は
去
年
か
ら
策
定
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
て
き
た
が
、
13
万

円
の
補
助
金
の
増
額
と
い
う

の
は
国
が
地
方
に
対
し
て
動

き
が
あ
ま
り
な
い
か
ら
か
。

答

地
域
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
費
用
、
地
図
を
作
る

た
め
の
費
用
増
額
分
で
あ

る
。
令
和
６
年
度
末
ま
で
全

地
域
で
計
画
を
策
定
し
公
表

「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
補

助
金
」
と
は
別
に
考
え
て
い

く
。

問

補
助
対
象
が
15
歳
か
ら

と
い
う
こ
と
だ
が
。

答

当
初
18
歳
か
ら
と
考
え

て
い
た
が
高
校
生
の
年
代
で

も
何
か
や
り
た
い
と
い
っ
た

声
が
挙
が
っ
た
と
き
に
補
助

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
実
行

計
画
の
審
査
を
経
て
補
助
金

を
出
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

実
行
し
、
地
域
活
性
化
の
行

事
に
対
し
て
補
助
を
出
す
。

マイナ保険証への登録（役場窓口でもできます）

健
康
福
祉
課

問
「
児
童
手
当
拡
充
」
に
つ

い
て
高
校
生
世
代
何
人
分
か
。

答

高
校
生
世
代
81
人
分
、

今
ま
で
は
世
帯
で
18
歳
ま
で

の
子
を
第
一
子
と
教
え
て
い

た
が
、
大
学
生
世
代
を
第
一

子
と
し
て
算
定
す
る
。
大
学

生
世
代
は
１
０
７
名
を
見
込

ん
で
い
る
。

教
育
委
員
会

問
「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
費

補
助
金
」
に
つ
い
て
地
域
移

行
で
の
外
部
指
導
者
の
確
保

状
況
と
補
助
金
は
。

答

学
校
側
で
指
導
者
側
と

交
渉
を
始
め
て
い
て
、
バ

レ
ー
２
名
、
卓
球
部
１
名
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
７
～

８
年
生
50
名
、
指
導
者
10
名

分
の
保
険
料
と
謝
金
を
近
隣

市
町
村
に
あ
わ
せ
て
年
間
１

名
２
万
４
千
円
の
半
分
の

１
万
２
千
円
、
10
名
分
を
計

上
し
て
い
る
。

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

公
表
後
も
話
し
合
い
を
継
続

し
、
そ
の
都
度
将
来
図
を
修

正
し
て
い
く
。

町
民
生
活
課

問
「
保
険
証
」
は
６
年
12

月
２
日
以
降
に
国
保
加
入
し

た
人
に
は
発
行
さ
れ
な
い
の

か
。

答

12
月
２
日
以
降
は
保
険

証
そ
の
も
の
が
廃
止
と
な
る

た
め
発
行
さ
れ
な
い
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

を
連
携
し
て
い
る
人
は
、
保

険
証
と
し
て
使
っ
て
も
ら

い
、
連
携
し
て
い
な
い
人
は

代
替
す
る
も
の
と
し
て
「
資

格
確
認
書
」
を
発
行
す
る
。

問
「
井
川
町
地
域
防
災
計

画
」
を
町
の
図
書
館
な
ど
で

見
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

答

町
民
に
も
必
要
な
内
容

で
あ
る
が
４
０
０
ペ
ー
ジ
に

も
な
る
冊
子
に
な
る
た
め
、

製
本
ま
で
い
か
な
く
と
も
集

約
し
た
も
の
を
印
刷
し
、フ
ァ

イ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

必
要
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

総務産業教育民生 常 任 委 員 会
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◆一般質問のルールについて ◆
質問の方式には、一括質問方式と一問一答方式の２通りがあります。

　令和６年度第３回井川町議会定例会（９月４日）に於いて、新人議員
４人が一般質問を行った。

Ｐ９

（議席番号１番）　伊藤　一彦　議員（一問一答方式）

1「すぐやる課」の創設について

Ｐ10

（議席番号５番）　伊藤　秀人　議員（一問一答方式）

1ふるさと納税について
2人口減少問題について

Ｐ11

（議席番号２番）　八柳　喜行　議員（一問一答方式）

1昨年７月の水害に対する対応策の進捗状況について
2日本国花苑の「総合案内板」について
3町有施設の改築について

Ｐ12

（議席番号４番）　伊藤　　毅　議員（一問一答方式）

1当町の人口減少対策について

　議員が通告した質問主題の要旨
すべてを演壇で一括して質問し、
その後町長などが演壇でその質問
主題の要旨に対して一括して答弁
を行う方式。

一括質問方式とは 一問一答方式とは

　議員が通告書に記載した質問項目
ごとに質問・答弁を行う質問方式
で、一括質問方式とは異なり、１つ
の項目についての質問が完結してか
ら、次の項目について質問する方式。

8

町
政
の
こ
こ
が
問
題
で
は

４新人議員 名が 一 質般 問



は
、
原
則
、
所
有
者
等
の
責

任
で
対
応
し
て
頂
い
て
い

る
。

　

今
回
も
、
危
険
度
や
緊
急

度
が
低
い
と
判
断
し
、
補
助

的
な
噴
霧
器
の
貸
出
し
、
薬

剤
の
提
供
を
行
っ
た
。
全
て

は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
危
険
度
、
優
先
度
を

勘
案
し
な
が
ら
都
度
判
断
し

て
い
る
。

伊
藤
一
今
回
の
よ
う
な
事
案

に
対
応
す
る
た
め

「
す
ぐ
や
る
課
」
を
創
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
現
状
の
職
員
体
制
で

は
「
す
ぐ
や
る
課
」

の
創
設
は
難
し
い
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
対
応

も
提
案
さ
れ
た
が
、
対
応
す

る
担
当
課
が
ど
れ
だ
け
素
早

い
対
応
す
る
か
が
大
事
な
こ

と
。

　

ま
た
窓
口
の
一
本
化
に
つ

い
て
は
、
総
務
課
で
対
応
し

て
い
る
。
総
務
課
に
連
絡
を

頂
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
担
当
課

に
繋
い
で
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
も
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

伊
藤
一
町
民
は
エ
キ
ス
パ
ー

ト
的
な
頼
り
に
な
る

役
場
職
員
、
身
近
で
わ
か
り

や
す
い
行
政
を
望
ん
で
い

る
。

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

自
助
の
困
難
な
方
が
増
え
、

共
助（
町
内
会
や
近
隣
住
民
）

に
し
て
も
頼
り
が
た
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て

も
公
助
（
役
場
）
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

先
日
、
あ
る
町
内
で
大
量

の
毛
虫
が
発
生
し
て
、
自
助

も
共
助
も
対
応
し
が
た
い
事

案
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
時
の
役
場
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
役
場
と
し
て
は
、
民

有
地
等
で
の
事
案

「すぐやる課」創設について
現状の担当課で、素早い対応を徹底する

伊
い

藤
とう

　一
かずひこ

彦
議員

対応してくれる役場職員の皆さん
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伊
い

藤
とう

　秀
しゅうと

人
議員

は
投
資
を
し
て
も
お
か
し
く

な
い
と
判
断
で
き
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
心
構
え
も
必
要
で
、

大
胆
な
施
策
を
考
え
た
い
。

伊
藤
秀
消
滅
可
能
性
自
治
体

か
ら
の
脱
却
（
若
年

女
性
の
人
口
減
少
の
歯
止

め
）
見
通
し
策
は
あ
る
か
。

町
長
消
滅
可
能
性
自
治
体

か
ら
の
脱
却
見
通
し

と
問
わ
れ
る
と
、
回
答
と
し

て
脱
却
で
き
な
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
国
全
体
の
人

口
が
減
少
す
る
中
、
本
町
の

よ
う
な
自
治
体
単
独
の
取
り

組
み
だ
け
で
は
人
口
減
少
に

歯
止
め
、
脱
却
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い
。
今
必
要
な

の
は
、
日
本
全
体
の
社
会
構

造
を
変
え
る
な
り
、
仕
組
み

を
大
胆
に
変
え
て
い
く
大
き

な
政
策
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

伊
藤
秀
将
来
的
に
人
口
減
少

に
よ
り
町
が
消
滅
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た

ら
、
隣
接
市
町
村
と
の
合
併

は
あ
り
得
る
の
か
。

町
長
現
時
点
で
市
町
村
合

併
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
自
治
体
が
合
併
せ
ず

と
も
業
務
の
連
携
や
広
域
化

は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
人
口
減
少
を
理
由

に
合
併
と
い
う
の
は
現
時
点

で
は
考
え
づ
ら
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
効
率
化
の
度
合

い
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
慎
重
に
判
断
し
な
が
ら

業
務
の
広
域
化
連
携
等
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

今
後
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
活

動
に
影
響
は
生
じ
る
か
。

町
長
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
差

が
な
く
な
る
と
い
っ

た
点
で
は
、
よ
り
井
川
町
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
、
関
係

を
持
つ
人
等
を
多
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。
魅

力
的
な
商
品
（
返
礼
品
）
開

発
、
井
川
町
を
知
っ
て
も
ら

う
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
は
努
力
が

必
要
だ
が
、
ま
だ
伸
び
し
ろ

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤
秀
昨
年
度
（
令
和
５
年

度
）
が
寄
付
件
数

７
１
８
件
、
寄
付
金
額
が
約

７
８
６
万
６
千
円
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
も
昨
年
度
同
等

の
寄
付
金
額
獲
得
は
見
込
め

る
の
か
。

町
長
今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の

寄
付
金
額
に
つ

い
て
は
、
８
月

末
時
点
で
１
３

８
６
万
６
５
０

０
円
で
、
昨
年

度
比
１
８
５
％

と
な
っ
て
い

る
。

今年度のふるさと納税は？
昨年度以上の寄付額獲得確定

人
口
減
少
対
策
待
っ
た
な
し

町
単
独
の
施
策
で
の
脱
却
は
難
し
い

伊
藤
秀
ふ
る
さ
と
納
税
関
係

業
務
の
担
当
派
遣
員

の
帰
任
、
本
町
２
人
目
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任
見

送
り
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
関
係
業
務

遂
行
へ
の
支
障
は
な
い
の
か
。

町
長
派
遣
員
主
体
に
よ

る
、
ふ
る
さ
と
納
税

仲
介
サ
イ
ト
の
登
録
申
請
、

ペ
ー
ジ
開
設
準
備
に
よ
り
、

昨
年
度
よ
り
サ
イ
ト
運
用
開

始
済
み
。
２
人
目
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
業
務
に
つ
い
て
は
補

助
的
役
割
と
考
え
て
い
た
た

め
、
業
務
遂
行
に
大
き
な
支

障
が
出
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。

伊
藤
秀
総
務
省
が
来
年
10
月

か
ら
自
治
体
が
寄
付

を
募
る
際
、
特
典
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
仲
介
サ
イ
ト
の

利
用
禁
止
を
発
表
し
た
が
、

伊
藤
秀
急
激
に
加
速
す
る
人

口
減
少
に
対
す
る
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
、

事
業
計
画
の
基
軸
（
最
重
点

項
目
）
は
。

町
長
今
ま
で
も
し
て
き
た

こ
と
だ
が
、
町
が
行

う
全
て
の
事
業
が
人
口
減
少

対
策
に
資
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
人
が
住
み
つ
づ
け
る
た

め
に
は
、
働
く
場
所
、
子
育

て
で
き
る
環
境
、
安
心
安
全
、

健
康
対
策
、
高
齢
者
福
祉
等

あ
る
が
、
何
か
を
重
点
的
に

で
は
な
く
、
何
も
欠
か
さ
な

い
こ
と
が
基
本
線
と
し
て
物

事
を
進
め
て
行
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
町
と
し
て
こ
れ

ご飯のおかずに　返礼品

往時のにぎわい
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町
案
内
板
更
新
を

も
う
少
し
時
間
を

新
築
・
改
築
は
あ
る
か

新
築
計
画
は
な
い

八
柳
６
月
議
会
の
一
般
質

問
の
延
長
に
な
る

が
、
約
３
カ
月
を
経
過
し
た

街
道
地
区
郵
便
局
付
近
の
水

害
箇
所
の
恒
久
対
策
に
繋
げ

る
測
量
等
諸
調
査
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
今
年
度
は
、
街
道
地

区
か
ら
東
側
に
位
置

す
る
下
村
地
区
に
お
い
て
、

街
道
地
区
の
内
水
氾
濫
に
対

応
す
る
政
策
を
検
討
す
る
た

め
、
土
地
改
良
区
管
理
の
水

路
を
含
め
た
排
水
路
の
系
統

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
測
量
ま
で
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
報
告
期

限
を
10
月
末
と
し
て
い
る
。

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
費
用

対
効
果
等
を
考
慮
し
た
上
で

ど
う
い
っ
た
対
応
、
対
策
が

と
れ
る
の
か
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

異
常
気
象
に
対
す
る
恒
久

的
対
策
は
難
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
住
民
や
関
係
者
が
一

八
柳
国
花
苑
の
「
総
合
案

内
掲
示
板
」
は
、
経

年
劣
化
が
激
し
い
の
と
旧
態

依
然
の
表
示
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
新
た
に
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
長
案
内
看
板
は
、
指
摘

の
と
お
り
経
年
劣
化

や
、
古
い
表
記
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
「
日
本
国
花

苑
整
備
計
画
」
に
お
い
て
も

改
修
更
新
の
必
要
性
を
記
載

さ
せ
て
い
る
。
更
新
が
必
要

性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内

容
や
方
法
に
つ
い
て
は
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討

す
る
。

体
と
な
っ
て
、
で
き
る
限
り

の
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

水害対策進捗は
調査結果10月末には

八
やつやなぎ

柳　喜
よし

行
ゆき

議員

古くなった定住促進センター

劣化した総合案内板

八
柳
多
く
の
町
民
が
利
用

し
て
い
る
「
公
民
館

ホ
ー
ル
」、
国
花
苑
内
に
あ

る
「
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
」

「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
管
理
棟
」

の
建
物
を
新
築
す
る
計
画
は

あ
る
か
。

町
長
「
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
」は
築
48
年
、

「
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
」
は

築
37
年
、「
プ
ラ
ザ
管
理
棟
」

は
築
33
年
で
、
施
設
の
老
朽

化
は
そ
れ
ぞ
れ
段
階
は
あ
る

が
、
現
時
点
で
は
新
築
計
画

は
な
い
。
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伊
い

藤
とう

　　毅
たけし

議員

伊
藤
毅
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
若
者
含
め
、
町

へ
の
定
着
、
回
帰
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
な
が
ら
長
期
的

に
対
応
す
べ
き
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
現
状
認
識
を
伺

う
。

町
民
民

生
課
長

少
子
高
齢
化
に
よ
る

自
然
減
は
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
令
和
５
年
度
で

は
社
会
増
と
な
っ
て
お
り
緩

や
か
な
減
少
傾
向
で
あ
る
。

伊
藤
毅
回
帰
・
定
着
を
進
め

る
仕
掛
け
が
必
要
と

考
え
る
。
創
業
等
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
補
助
金
含
め
た

制
度
の
拡
充
含
め
、
情
報
発

信
等
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等

と
言
っ
た
こ
と
は
考

え
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
。

補
助
金
を
活
用
出
来
る
と
い

う
情
報
発
信
は
非
常
に
重
要

で
、引
き
続
き
注
力
し
た
い
。

伊
藤
毅
活
動
の
拠
点
と
し
て

空
き
家
の
活
用
も
あ

ろ
う
か
と
考
え
る
。
通
信
等

環
境
を
整
備
し
た
上
で
働
く

場
に
使
え
な
い
か
、
利
活
用

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
空
き
家
が
少
な
い

事
、
家
自
体
に
か
な

り
手
入
れ
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
が
課
題
。
利
活
用
に
対

す
る
補
助
は
慎
重
な
検
討
が

必
要
。

伊
藤
毅
働
く
場
を
作
る
と
い

う
施
策
と
並
行
し
、

結
婚
、
子
育
て
支
援
と
言
っ

た
両
輪
が
必
要
。
少
子
化
が

進
む
中
で
、
今
後
の
取
り
組

み
、
考
え
方
を
伺
う
。

町
長
子
育
て
支
援
は
行
っ

て
き
て
お
り
、
残
る

は
０
才
児
の
保
育
料
無
償
化

だ
け
と
思
っ
て
い
る
。
今
回

新
た
に
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応

援
の
補
助
制
度
を
始
め
る
。

若
者
に
よ
る
地
域
の
元
気
創

出
を
目
的
と
す
る
。

伊
藤
毅
定
住
、
移
住
す
る
に

し
て
も
住
宅
が
必
要

当町の人口減少対策について
若者応援制度 始動

賑わう子育て支援多世代交流館「みなくる」

整備が進む町営住宅

と
な
る
。
町
営
の
集
合
住
宅

を
拡
充
し
て
家
賃
補
助
、
新

築
戸
建
て
の
住
宅
を
建
て
、

数
年
住
み
続
け
た
ら
無
償
譲

渡
す
る
な
ど
、
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

町
長
町
内
の
住
居
確
保
は

町
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
。
安
定
化
促
進
住
宅
の

増
設
を
検
討
し
て
い
る
が
、

需
要
や
建
設
用
地
、
時
期
を

見
定
め
て
い
る
。
譲
渡
型
賃

貸
は
他
自
治
体
の
事
例
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤
毅
子
供
た
ち
へ
町
の
魅

力
、
仕
事
の
魅
力
を

伝
え
る
教
育
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
長
い
目
で
み
れ
ば
回

帰
、
定
住
へ
の
意
識
付
け
に

な
ろ
う
か
と
考
え
る
。
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長
様
々
な
切
り
口
で
井

川
の
魅
力
を
子
供
た

ち
に
伝
え
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
た
い
。
県
外
に
出

た
が
い
つ
か
帰
っ
て
来
た

い
、
町
に
貢
献
し
た
い
と

言
っ
た
子
供
を
増
や
し
た

い
。
多
様
な
価
値
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
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日
本
花
の
会
結
城
農
場

●�

場
　
所　

茨
城
県
結
城
市

●�

期
　
間
　
令
和
６
年
10
月
４
日

●�

参
加
者
　
議
員
全
員　

11
名

食
品
加
工
所（
工
房 

Ｗ
ｅ 

ｍ
ａ
ｍ
）

●�

場
　
所　

茨
城
県
下
妻
市

●�

期
　
間
　
令
和
６
年
10
月
４
日

●�

参
加
者
　
議
員
全
員　

11
名

第
36
回
首
都
圏
ふ
る
さ
と
井
川
会
総
会

●�

場
　
所　

東
京
都　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

●�

期
　
間
　
令
和
６
年
10
月
５
日

●�

参
加
者
　
議
員
全
員　

11
名

◆
八
　
峰
　
町

●�

研
修
場
所　

宿
泊
施
設
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
」

●�

期
　
　
間
　
令
和
６
年
６
月
19
日

●
参
加
者
　
議
員
全
員　

11
名

●
目
　
　
的
　
宿
泊
棟
施
設
視
察

〈
感 

想
〉
手
作
り
感
満
載
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
で
通

年
の
集
客
に
対
応
、
客
数
よ
り
も
価
値
を
高
め
て
高
単
価

で
運
営
す
る
手
法
に
関
心
を
持
っ
た
。ま
た
、予
約
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
手
数
料
を
削
減
、
集
客
は
口
コ
ミ
が
効

果
的
で
あ
る
こ
と
も
勉
強
と
な
っ
た
。

◆
八
　
峰
　
町

●�

研
修
場
所　

八
峰
町
議
会

●�

期
　
　
間
　
令
和
６
年
６
月
19
日

●�

参
加
者
　
議
員
全
員　

11
名

●�

目
　
　
的
　�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
伴
う
先
進
地
調
査

を
行
い
導
入
機
種
や
ア
プ
リ
の
具
現
化

〈
感 
想
〉
Ｈ
29
年
の
導
入
開
始
後
の
最
初
の
定
例
会
で
は
進

行
に
時
間
を
要
し
た
旨
で
あ
っ
た
が
、
紙
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
同
時
使
用
（
１
年
間
）
で
操
作
の
ス
キ
ル
を
徐
々
に
向

上
さ
せ
つ
つ
今
で
は
、
予
算
書
等
持
参
不
要
で
、
場
所
を

問
わ
ず
全
て
の
資
料
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
ツ
ー
ル
と
し
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
操
作
慣

れ
が
必
要
で
あ
る
も
も
の
、
閲
覧
の
他
、
事
務
連
絡
等
で

も
タ
イ
ム
ロ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
で
の
活
用
に
も
利
用
で
き
る
と
感
じ
た
。

◆
秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

●�

研
修
場
所
　
秋
田
県
市
町
村
会
館

●
期
　
　
間
　
令
和
６
年
７
月
19
日

●�

参
加
者
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　

７
名

●�

目
　
　
的　

�

住
民
に
読
ま
れ
、
伝
わ
り
、
議
会
の
見
え
る

化
に
向
け
た
広
報
編
集
を
習
得
す
る

人事案件
〈
感 

想
〉
議
会
活
動
が
見
え
な
け
れ
ば
、
伝
わ
っ
て
い
な
け

れ
ば
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
為
に
議

会
活
動
に
関
す
る
情
報
を
住
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
で
き
た
。
ま
た
、
紙
面
企
画

と
し
て
住
民
登
場
の
記
事
、
特
集
、
連
載
な
ど
読
ま
れ
る

記
事
、
編
集
の
仕
方
な
ど
勉
強
に
な
っ
た
。

◆
令
和
６
年
度
秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

●�

研
修
場
所
　
秋
田
県
市
町
村
会
館

●�

期
　
　
間
　
令
和
６
年
７
月
19
日

●
参
加
者
　
議
員
全
員　

11
名

●�

目
　
　
的　

�

今
後
の
政
局
・
政
治
展
望
、
地
方
が
取
り
組

む
防
災
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
学
ぶ

〈
感 

想
〉
メ
デ
ィ
ア
で
良
く
見
か
け
る
岩
井
氏
の
わ
か
り
や

す
い
講
演

◆
令
和
６
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

●�

研
修
場
所
　
東
京
都
港
区
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

●
期
　
　
間
　
令
和
６
年
９
月
25
日

●�

参
加
者　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　

２
名

●�

目
　
　
的　

�

読
ま
れ
る
議
会
広
報
紙
の
作
り
方
、
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
学
ぶ

◆�

ゆ
た
か
な
学
び
に
実
現
及
び
教
職
員
定
数
改
善
並

び
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
引
き
上
げ
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て

一
、�

教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
と
、
中
学
校
・
高
等

学
校
に
お
け
る
35
人
学
級
の
実
施

二
、�

学
級
編
成
基
準
の
弾
力
的
運
用
の
実
施

三
、�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

四
、�

教
職
員
の
待
遇
改
善
に
必
要
な
財
源
措
置

五
、�

教
職
員
の
安
定
的
な
新
規
採
用
が
で
き
る
よ
う
、

定
数
加
配
措
置
と
財
源
措
置

陳
情

　

９
月
議
会
で
受
理
し
た

陳
情
１
件
は
、
全
員
一
致

で
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
へ
の
同
意

再
任 

齋
藤
　
正
仁
（
さ
く
ら
町
内
）

　

令
和
６
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
へ
の
意
見

新
任 

伊
藤
　
茂
美
（
坂
本
町
内
）

　

令
和
６
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
湊
正
明
委
員
が
退
任
す
る
た
め
。

議員派遣

議
員
研
修
会
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ひとこと

〝
生
ま
れ
育
っ
た
町
で

　
　
　
　

共
に
生
き
る
〟

発
行
責
任
者

遠
藤　

政
勝

編
集
委
員
長

石
井　
　

茂

副
委
員
長

伊
藤　
　

毅

委　

員伊
藤　

一
彦

委　

員伊
藤　

秀
人

委　

員三
浦　

成
利

委　

員藤
田　

将
五

　

こ
の
２
月
か
ら
町
議
会
だ
よ
り
の
編
さ
ん
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
読
む
立
場
か
ら
、
読

ん
で
頂
く
立
場
と
な
り
、
そ
の
難
し
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
７
月
の
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
と
９
月

に
首
都
圏
で
行
わ
れ
た
町
村
議
会
広
報
研
修
会
の
２

度
も
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
２
度
の
研
修
を
通
じ
て
、
全
国
の
議
会
だ

よ
り
が
如
何
に
変
革
し
て
い
て「
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
く
、
読
ま
れ
る
」
広
報
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
更
に
は
読
ん
で
頂
く
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
編

さ
ん
努
力
を
し
て
い
る
の
か
を
直
接
生
で
話
を
聞

　

私
は
、
17
年
前
に
就
業
先

で
あ
る
能
代
市
か
ら
井
川
町

に
戻
り
、
祖
母
と
母
が
営
ん

で
い
た
理
容
所
を
継
ぎ
、
今

は
新
し
く
店
を
街
道
町
内
に

移
転
し
妻
と
娘
２
人
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
町
で
娘
た

ち
を
育
て
な
が
ら
仕
事
に
従

事
し
、
町
の
変
化
・
発
展
を

見
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
誇

り
に
、
こ
れ
か
ら
も
何
か
力

に
な
れ
る
こ
と
は
協
力
し
町

の
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し

て
日
々
を
過
ご
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

娘
た
ち
の
お
陰
で
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
経
験
し

た
り
、
向
き
合
う
こ
と
で

日
々
の
色
々
な
発
見
、
感
情

の
動
き
、
大
人
で
は
思
い
も

つ
か
な
い
発
想
な
ど
を
私
に

気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
自

分
の
仕
事
も
そ
う
で
す
が
、

手
に
職
を
付
け
人
に
関
わ
る

仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
少
し
ず
つ
成

長
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
井
川
町
に
は

数
多
く
の
期
待
と
願
望
が
あ

り
ま
す
。
私
が
耳
に
し
た
話

で
す
が
、
湖
東
地
区
の
他
町

村
の
方
か
ら
見
れ
ば
、
井
川

町
は
他
町
村
が
羨
む
よ
う
な

こ
と
を
叶
え
て
い
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

町
民
以
外
も
集
う
花
火
大

会
、
安
ら
ぎ
と
癒
や
し
の
日

本
国
花
苑
、
キ
ャ
ン
プ
場
で

の
夜
空
の
映
画
鑑
賞
会
、
ど

れ
も
胸
が
踊
り
ま
す
。
井
川

さ
く
ら
駅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
楽
し
み
で
す
。
最

後
に
町
民
一
人
一
人
が
寄
り

添
い
共
に
歩
み
今
は
小
さ
な

子
供
た
ち
も
井
川
に
住
み
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

願
い
ま
す
。

６月10日　井川町社会福祉協議会令和６年度第１回理事会
（役場：第二会議室）

　　10日　井川町福祉会第１回理事会	 （桐ヶ丘）
　　14日　議会だより編集委員会入稿（役場：小会議室）（以降３回）
　　14日　第５回井川町議会全員協議会	 （役場：大会議室）
　　19日　先進地視察	 （八峰町）
　　20日～21日　北海道、東北町村議会議長会会長・局長会議

（青森県西津軽郡）
　　25日　南秋田郡町村議会議長連絡協議会	（五城目町役場）
　　30日　第63回町民体育大会	（井川義務教育学校グラウンド）
７月６日　第75回秋田県消防大会	（仙北ふれあい文化センター）
　　10日～11日　全国町村議会議長会
	 （東京都：全国町村議員会館）
　　12日　第６回井川町議会全員協議会	 （役場：大会議室）
　　19日　秋田県町村議会広報研修会・議員研修会	（市町村会館）
　　22日　第６回井川町議会運営委員会	 （正副議長室）
　　22日　第２回井川町議会臨時会	 （役場：議場）
　　24日　第60回記念井川町老人クラブ大会

（農村環境改善センター）
　　26日　八郎潟町・井川町衛生処理施設組合定例会

（八郎潟町役場）
８月１日　令和６年度秋田県町村議会議長会一般会計決算監査

（市町村会館）
　　１日　�第２回秋田県町村電算システム共同事業組合議会

定例会	 （市町村会館）
　　５日　井川町戦没者追悼式	 （農村環境改善センター）
　　５日　第７回井川町議会全員協議会	 （役場：大会議室）
　　８日　井川町・潟上市共有財産管理組合臨時会

（役場：大会議室）
　　15日　令和６年度井川町二十歳の集い	（農村環境改善センター）
　　22日～23日　�岩手県、秋田県、山形県合同町村議会議長

等中央研修会	（東京都：全国町村議員会館）
　　26日　第８回井川町議会全員協議会	 （役場：大会議室）
　　26日　第７回井川町議会運営委員会	（役場：正副議長室）
　　27日～28日　�森林・林業・林産業活性化促進地方議員連

盟総会及び要望活動	 （東京都：航空会館）
９月４日～13日　第３回井川町議会定例会� （役場：議場）

議会のうごき

半　

田　

一　

史

（
街
道
町
内
）

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
町
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
が
、

如
何
に
型
に
は
ま
っ
た
面
白
味
の
な
い
も
の
だ
っ

た
の
か
、
も
っ
と
町
民
目
線
に
立
っ
た
わ
か
り
や
す

い
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
如
何
に
行
政
に

興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
内
容
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、ま
さ
に
「
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
」

思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
を
一

朝
一
夕
に
改
変
し
、
斬
新
な
広
報
に
す
る
こ
と
は

至
難
の
業
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
着

実
に
、
読
ん
で
頂
け
る
広
報
、
手
に
取
っ
て
読
ん

で
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。�

（
伊
藤　

一
彦　

記
）

編
集
後
記
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